
【事務事業シート（政策的経費）】

1

2

見直し方向性 改善

見直し内容の説明（維持・廃止・改善・大幅見直し（事業組替等））

KPIの実績値が伸び悩んでおり、６年度に事業の再周知を行っても同様の状況であれば、７年度において、患者の

受入基準の緩和等を検討する。

千円 決算額 千円

５

年

度

要因分析

評価年度（「達成率100％未満」の場合、要記入。)

精神科病院での受け入れ基準について、複数の要件があるため、二次救急医療機関にとって利用しづらい体制となっている可能性

があり、また事業の開始から５年以上が経過し、二次救急医療機関側で制度を知らない医療従事者がいることから、利用につな

がっていない可能性がある。

総括（事業最終年度の場合、要記入。)

千円

決算額 44,004 千円 決算額 千円 決算額

千円
最終現計予

算額 千円 最終現計予算額

％ 達成率 ％

コ　ス　ト

最終現計予

算額 44,442 千円
最終現計予

算額

実績値 件

達成率 38.46 ％ 達成率 ％ 達成率

件

実績値 5 件 実績値 件 実績値 件

件 目標値 13 件 目標値 13

時点･期間 R8年度

現状値 5 件

目標値 13 件 目標値 13

R  7  年  度 R  8  年  度

時点・期間 R3年度 時点･期間 R5年度 時点･期間 R6年度 時点･期間 R7年度

始期 H29

終期

Ｋ  P  Ｉ

二次救急精神科医療支援情報センターにおける受診調整件数

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度

見直し方向性 改善

見直し内容の説明（維持・廃止・改善・大幅見直し（事業組替等））

５年度の目標達成率が想定よりも低調であったことに加え、ひきこもり相談窓口が市町に明確化されているという

現状を踏まえると６年度も同様の状況が見込まれる。市町と県が今後も連携して関わりながら、個々の状況に応じ

た必要な支援につなぎながら更なる成果の向上につなげていく。（見直し時期はR7年度予算の予定）

当初 事　項 二次救急精神科医療支援体制整備事業費 予算主管課 健康増進課

事　業

概　要

二次救急医療機関へ搬送された精神疾患患者を精神科病院が受入対応する経費を支援するとと

もに、情報センターの運営を行うことにより、二次救急医療機関の負担軽減を図る。

決算額 千円

５

年

度

要因分析

評価年度（「達成率100％未満」の場合、要記入。)

R3年度に、ひきこもり相談窓口が市町に明確化されたこと、また、新型コロナウイルス感染症がR5.5月から５類感染症に引き下げ

られたことによる社会環境の変化から県における相談件数は減少し、未達成となった。

総括（事業最終年度の場合、要記入。)

千円

決算額 7,978 千円 決算額 千円 決算額 千円

千円
最終現計予

算額 千円 最終現計予算額

コ　ス　ト

最終現計予

算額 8,642 千円
最終現計予

算額

達成率 ％ 達成率 ％

件 実績値 件

達成率 80.30 ％ 達成率 ％

1000 件

実績値 803 件 実績値 件 実績値

1000 件 目標値 1000 件 目標値

Ｒ7年度 時点･期間 Ｒ8年度

現状値 852 件

目標値 1000 件 目標値

Ｒ3年度 時点･期間 Ｒ5年度 時点･期間 Ｒ6年度 時点･期間

Ｋ  P  Ｉ

相談件数（保健所及び心と体の健康センター）

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度 R  7  年  度 R  8  年  度

時点・期間

当初 事　項 ひきこもり支援推進事業費 予算主管課 健康増進課

事　業

概　要

ひきこもり支援を推進するため、第一次相談窓口として「ひきこもり相談室」を設け、相談の

内容に応じて対象者を医療・保健・福祉・教育・労働等の適切な関係機関につなげる体制を整

備する。

始期 H23

終期

令和５年度　　事後評価シート



3

4

見直し方向性 維持

見直し内容の説明（維持・廃止・改善・大幅見直し（事業組替等））

５年度のKPIの実績はほぼ想定どおりの成果が出ており、６年度以降も現状の病棟建築工事の進捗を踏まえると、

KPIは目標達成（工事完了）すると考えられるため。

なお、当該事業費はR6年度で廃止予定。

千円 決算額 千円

５

年

度

要因分析

評価年度（「達成率100％未満」の場合、要記入。)

予定通り工事進捗しているため。

総括（事業最終年度の場合、要記入。)

千円

決算額 512,505 千円 決算額 千円 決算額

千円
最終現計予

算額 千円 最終現計予算額

％ 達成率 ％

コ　ス　ト

最終現計予

算額
517,102 千円

最終現計予

算額

実績値 %

達成率 100.00 ％ 達成率 ％ 達成率

%

実績値 40 % 実績値 % 実績値 %

% 目標値 % 目標値

時点･期間

現状値 0 %

目標値 40 % 目標値 100

R  7  年  度 R  8  年  度

時点・期間 R4年度 時点･期間 R5年度 時点･期間 R5~R6年度 時点･期間

始期 R4

終期 R6

Ｋ  P  Ｉ

児童・思春期病棟工事の進捗率

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度

見直し方向性 維持

見直し内容の説明（維持・廃止・改善・大幅見直し（事業組替等））

６年度以降も現状のニーズを踏まえると、KPIは目標達成もしくはそれに近い値となると考えられることから、６

年度の執行方法や７年度予算の見直しは想定していない。

2月

補正

事　項 児童・思春期病棟整備事業費 予算主管課 健康増進課

事　業

概　要

児童・思春期患者に対し専門病棟で入院治療を行うことで安心できる医療を提供

する

千円 決算額 千円

５

年

度

要因分析

評価年度（「達成率100％未満」の場合、要記入。)

年々相談件数は増加傾向にあるが、５年度は目標件数を達成するには至らなかった。

総括（事業最終年度の場合、要記入。)

千円

決算額 3,130 千円 決算額 千円 決算額

千円
最終現計予

算額 千円 最終現計予算額

％ 達成率 ％

コ　ス　ト

最終現計予

算額 4,473 千円
最終現計予

算額

実績値 人

達成率 97.80 ％ 達成率 ％ 達成率

人

実績値 978 人 実績値 人 実績値 人

人 目標値 1000 人 目標値 1000

時点･期間 R8年度

現状値 896 人

目標値 1000 人 目標値 1000

R  7  年  度 R  8  年  度

時点・期間 R3年度 時点･期間 R5年度 時点･期間 R6年度 時点･期間 R7年度

始期 H30

終期

Ｋ  P  Ｉ

依存症関連の相談者数

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度

当初 事　項 依存症対策地域連携強化事業費 予算主管課 健康増進課

事　業

概　要

県・医療機関・民間支援団体等の関係機関が連携し、アルコール、薬物、ギャンブルの各依存

症患者や家族が安心して暮らすことのできる支援体制の構築を図る。



5

6

見直し方向性 維持

見直し内容の説明（維持・廃止・改善・大幅見直し（事業組替等））

５年度のKPIの実績はほぼ想定どおりの成果が出ており、６年度以降も現状のニーズを踏まえると、KPIは目標達

成もしくはそれに近い値となると考えられることから、６年度の執行方法や７年度予算の見直しは想定していな

い。

千円 決算額 千円

５

年

度

要因分析

評価年度（「達成率100％未満」の場合、要記入。)

H30：271件、R元：296件、R2：283件、R3：361件、R4：431件であり、コロナ禍により通院及び入院の不安等により相談件

数は増加傾向だが、R5年度は通常診療に戻ったことで相談件数は減少となったと考えられる。

総括（事業最終年度の場合、要記入。)

千円

決算額 38,923 千円 決算額 千円 決算額

千円
最終現計予

算額 千円 最終現計予算額

％ 達成率 ％

コ　ス　ト

最終現計予

算額 39,294 千円
最終現計予

算額

実績値 件

達成率 98.13 ％ 達成率 ％ 達成率

件

実績値 367 件 実績値 件 実績値 件

件 目標値 374 件 目標値 374

時点･期間 R8年度

現状値 361 件

目標値 374 件 目標値 374

R  7  年  度 R  8  年  度

時点・期間 R3年度 時点･期間 R5年度 時点･期間 R6年度 時点･期間 R7年度

始期 H13

終期

Ｋ  P  Ｉ

精神科救急医療情報センターにおける救急相談件数

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度

見直し方向性 維持

見直し内容の説明（維持・廃止・改善・大幅見直し（事業組替等））

５年度のKPIの実績はほぼ想定どおりで、体制を構築できたところであることから、６年度以降も現状のニーズを

踏まえると、KPIは目標達成すると考えられることから、６年度の執行方法や７年度予算の見直しは想定していな

い。

当初 事　項 精神科救急医療システム整備費 予算主管課 健康増進課

事　業

概　要

緊急に精神科診療が必要となった精神障がい者に対し、適切で迅速な医療を提供

するため、精神科救急医療体制を整備する。

千円 決算額 千円

５

年

度

要因分析

評価年度（「達成率100％未満」の場合、要記入。)

評価年度（「達成率100％未満」の場合、要記入。実績値が目標達成しなかった要因を外的要因も含め具体的にデータ等を用いな

がら様々な視点を踏まえて記入。）

総括（事業最終年度の場合、要記入。)

千円

決算額 27,800 千円 決算額 千円 決算額

千円
最終現計予

算額 千円 最終現計予算額

％ 達成率 ％

コ　ス　ト

最終現計予

算額 27,800 千円
最終現計予

算額

実績値 人

達成率 100.00 ％ 達成率 ％ 達成率

人

実績値 0 人 実績値 人 実績値 人

人 目標値 1 人 目標値 1

時点･期間 R5~R9年度

現状値 0 人

目標値 0 人 目標値 0

R  7  年  度 R  8  年  度

時点・期間 R4年度 時点･期間 R5年度 時点･期間 R5~R６年度 時点･期間 R5~R７年度

始期 R5

終期 R9

Ｋ  P  Ｉ

子どものこころ専門医の養成数

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度

当初 事　項 児童精神医学講座設置事業費 予算主管課 健康増進課

事　業

概　要

子どものこころ専門医の育成や、本県の児童・思春期医療の向上のため、愛媛大

学に寄附講座「児童精神医学講座」を設置する。



7

8

見直し方向性 維持

見直し内容の説明（維持・廃止・改善・大幅見直し（事業組替等））

５年度のKPIの実績はほぼ想定どおりの成果が出ており、６年度以降も現状のニーズを踏まえると、KPIは目標達

成すると考えられることから、６年度の執行方法や７年度予算の見直しは想定していない。

千円 決算額 千円

５

年

度

要因分析

評価年度（「達成率100％未満」の場合、要記入。)

総括（事業最終年度の場合、要記入。)

千円

決算額 20,146 千円 決算額 千円 決算額

千円
最終現計予

算額 千円 最終現計予算額

％ 達成率 ％

コ　ス　ト

最終現計予

算額 27,362 千円
最終現計予

算額

実績値 件

達成率 113.00 ％ 達成率 ％ 達成率

件

実績値 1017 件 実績値 件 実績値 件

件 目標値 900 件 目標値 900

時点･期間 Ｒ8年度

現状値 954 件

目標値 900 件 目標値 900

R  7  年  度 R  8  年  度

時点・期間 Ｒ3年度 時点･期間 Ｒ5年度 時点･期間 Ｒ6年度 時点･期間 Ｒ7年度

始期 H21

終期

Ｋ  P  Ｉ

相談件数（保健所及び心と体の健康センター）

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度

見直し方向性 維持

見直し内容の説明（維持・廃止・改善・大幅見直し（事業組替等））

５年度のKPIの実績は想定以上の成果が出ており、６年度以降も現状のニーズを踏まえると、KPIは目標達成する

と考えられる。６年度の執行方法や７年度予算の見直しは想定していない。

当初 事　項 自殺対策強化事業費 予算主管課 健康増進課

事　業

概　要

自殺対策の推進を図るため、地域の実情に応じた取組みを行う市町を支援するとともに、自殺

対策推進センターを設置し、関係機関と連携した取組を実践する。

千円 決算額 千円

５

年

度

要因分析

評価年度（「達成率100％未満」の場合、要記入。)

総括（事業最終年度の場合、要記入。)

千円

決算額 2,805,614 千円 決算額 千円 決算額

千円
最終現計予

算額 千円 最終現計予算額

％ 達成率 ％

コ　ス　ト

最終現計予

算額
2,813,999 千円

最終現計予

算額

実績値 件

達成率 115.65 ％ 達成率 ％ 達成率

件

実績値 460340 件 実績値 件 実績値 件

件 目標値 398046 件 目標値 398046

時点･期間 R８年度

現状値 418218 件

目標値 398046 件 目標値 398046

R  7  年  度 R  8  年  度

時点・期間 R3年度 時点･期間 R5年度 時点･期間 R6年度 時点･期間 R７年度

始期 S25

終期

Ｋ  P  Ｉ

公費負担制度利用件数

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度

当初 事　項 精神障害者医療費 予算主管課 健康増進課

事　業

概　要

精神保健福祉法に基づく精神障害者の措置入院及び障害者総合支援法に基づく自

立支援医療費の自己負担分を公費負担する。



9

10

見直し方向性 維持

見直し内容の説明（維持・廃止・改善・大幅見直し（事業組替等））

５年度のKPIの実績はほぼ想定どおりの成果が出ており、６年度以降も現状のニーズを踏まえると、KPIは目標達

成すると考えられることから、６年度の執行方法や７年度予算の見直しは想定していない。

千円 決算額 千円

５

年

度

要因分析

評価年度（「達成率100％未満」の場合、要記入。)

総括（事業最終年度の場合、要記入。)

千円

決算額 27,157 千円 決算額 千円 決算額

千円
最終現計予

算額 千円 最終現計予算額

％ 達成率 ％

コ　ス　ト

最終現計予

算額 27,255 千円
最終現計予

算額

実績値 件

達成率 100.23 ％ 達成率 ％ 達成率

件

実績値 3497 件 実績値 件 実績値 件

件 目標値 3489 件 目標値 3489

時点･期間 R8年度

現状値 3138 件

目標値 3489 件 目標値 3489

R  7  年  度 R  8  年  度

時点・期間 R3年度 時点･期間 R5年度 時点･期間 R6年度 時点･期間 R7年度

始期 H24

終期

Ｋ  P  Ｉ

認知症疾患医療センターにおける専門医療相談の件数

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度

見直し方向性 維持

見直し内容の説明（維持・廃止・改善・大幅見直し（事業組替等））

５年度のKPIの実績は想定以上の成果が出ており、６年度以降も現状のニーズを踏まえると、KPIは目標達成する

と考えられる。６年度の執行方法や７年度予算の見直しは想定していない。

当初 事　項 認知症医療体制整備推進事業費 予算主管課 健康増進課

事　業

概　要

認知症専門医療の提供と県下全域における認知症医療及び地域連携の拠点とし

て、認知症疾患医療センターを設置する。

千円 決算額 千円

５

年

度

要因分析

評価年度（「達成率100％未満」の場合、要記入。)

総括（事業最終年度の場合、要記入。)

千円

決算額 21,486 千円 決算額 千円 決算額

千円
最終現計予

算額 千円 最終現計予算額

％ 達成率 ％

コ　ス　ト

最終現計予

算額 23,003 千円
最終現計予

算額

実績値 件

達成率 124.43 ％ 達成率 ％ 達成率

件

実績値 8710 件 実績値 件 実績値 件

件 目標値 7400 件 目標値 7600

時点･期間 Ｒ8年度

現状値 4164 件

目標値 7000 件 目標値 7200

R  7  年  度 R  8  年  度

時点・期間 Ｒ3年度 時点･期間 Ｒ5年度 時点･期間 Ｒ6年度 時点･期間 Ｒ7年度

始期 R元

終期 R6

Ｋ  P  Ｉ

相談件数

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度

当初 事　項 自殺相談対策連携強化事業費 予算主管課 健康増進課

事　業

概　要

コロナ禍において増加が懸念される自殺者への対策を強化するため、24時間の電話相談を継続

するほか、SNS相談窓口の開設など、相談体制の充実を図る。


